
１年２組 生活科学習指導案

「みんな だいすき」１．単元名

２．単元についての考え方

子どもの実態

○ 本学級の子どもたちは，入学して６ヶ月学校生活においては，自分の身の周りのこ

とを自分で行い，学級の中の係活動や当番活動では，学級の一員として，その役割を

果たしている。しかし，家庭においては，親にしてもらっていることは当たり前のこ

ととして捉え，家庭の中での自分の役割に気付いている子は少ない。

○ 生活科の学習では，これまで ｢がっこうたんけん」で，学校の中を自分達で回りな

がら，いろいろな教室や上級生，たくさんの先生方と触れ合い，学校生活を支える人

。「 」 ， ，々にも目を向けてきている とびだせあそびたい では 自分達で活動を作り出し

楽しく活動することもしてきた。

○ これまでの学習で，自分のしたことを簡単な絵や文で表すことはできつつあるが，

発表の資料を作り発表をした経験はまだあまりない。

こんな教材で 教師の支援

「 家 庭 と 生 活 ｣の め ざ す と こ ろ は ， 第 ○ 主な活動の場は，家庭になるので，

一に，子どもが家族の一員としての自覚 家庭の協力は不可欠である。単元に入

を高めること，第二に，子ども自らが健 る前に，学年便りや懇談会を通し，各

康的な生活をしようとする意識を高める 家庭に学習のねらいや内容と，プライ

ことである。子どもたちは 「家族｣「家 バシーに配慮し学習を進めることなど，

庭 ｣に つ い て 思 い を め ぐ ら し た と き ， あ を伝え，協力や承認を得ておく。

まりに身近すぎて家族の有り難さや家庭 ○ 単 元 の 導 入 段 階 で は 「 家 族 紹 介 ｣，

の温かさを実感する子は少ない。家族紹 を通して家族や家庭の様子に関心を向

，「 ， ，介や自分の一日の生活を調べるうち 家 け 自分の一日の生活を確かめながら

庭 ｣｢家 族 ｣に つ い て 考 え る よ う に な る だ 家の中にいろいろな仕事があり，それ

ろう。夏休みの宿題で 「いえのしごと｣ はだれがしているのかなど家族につい，

を実行できた子どもも９割くらいいる。 て関心を高める。

しかし，そのまま進んで仕事をやり続け ○ 子どもたちが，自分でできること・

ている子は半分にも満たない 本単元で 家の中の仕事で手伝えること・自分が。 ，

あらためて家族のよさや家族の一員とし すると家庭が楽しくなることなどに気

ての自分に気付かせたい。さらに，家事 付き，それを増やしたり上手になった

分担を担う事にとどまらず，家族と一緒 りできるよう，家族からの励ましや感

に温かな家庭のために，自分にできるこ 謝の言葉を協力してもらう。

とを考え実行させたい そうすることが ○ 学校での交流で，友達の活動状況を。 ，

家族の一員としての自覚を高め，規則正 知り，自分と比較しながら，それぞれ

しい生活・自立への基礎を培うことにつ が，自分のできること・することを考

， 。ながると考える。 え その範囲を広げられるようにする

めざす子どもの姿

○ 自分の家族や家庭生活に関心を持ち，すすんで自分の役割を果たそうとするととも

に，規則正しく健康に気をつけて生活することができる。 (関心・意欲・態度)

○ 家庭生活を支えている家族のことや，自分でできることなどについて考え，それを

実行し表現することができる (思考・表現)。

○ 家庭生活を支えている家族のことや，自分でできること，自分の成長に気付くこと

ができる (気付き)。
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ご飯を作ってくれます。

プールへ行きます。

一緒に遊びます。 

３．指導計画（１５時間）

配時段階 主な学習活動と内容 教師の支援 ※評価

○ 単 元 に 入 る 前 に 保 護 者

１ 「家族」について考え，家族紹介をする。 へ の 理 解 と 協 力 を 学 年．

（１）家族について知っていることを書き出し，話 通 信 や 保 護 者 会 で お 願 １

し合う。 いしておく。

○ 身 近 す ぎ て 気 付 き に く

い 家 族 の 存 在 に 目 を 向

けさせる。

※ 家 族 の こ と を 思 い 出 そ

うとしている。

。（２）家族の１人について調べ，発表する。 ○３日間家庭で活動する

①家族調べをする。

好きなところ・してくれること・お家での仕

事・得意な事・おもしろいこと・どんな人・

一緒にすること・すごいと思うこと ○ 友 達 の 前 で 発 表 す る こ

②分かったことをまとめる。 と を 意 識 し て 見 や す く １

発表用の紙に調べたことを書いたり似顔絵を 分 か り や す い 資 料 作 り

。かいたりする。 をするように助言する

③発表会をする。 ○ 調 べ て き た こ と を 自 分 ２

・だれの の言葉で発表させる。

・どんなところを ○ う な ず い た り 認 め た り

・どう思った。 する。

※ 家 族 に は ， い ろ い ろ な

分 担 や 仕 事 が あ る こ と

に気付いている。

２．家族の一員である自分のことを振り返る。 ○ 一 日 を 捉 え や す い よ う ２

（ １ 「わ たしの一 日」を付 せんに 書き出し 表に貼 に 付 せ ん や 表 を 活 用 す）

り分ける。 る。

家族にしてもらっていること ※ 規 則 正 し い 生 活 は ， 家

一緒にしていること 族 の お か げ で 成 り 立 っ

自分一人でしていること ていることに気付く。

（２）自分でできることを考える。 ○ 一 人 で も で き そ う な こ １

。・自分のこと とに取り組むよう促す

・お手伝い

。（３）家で活動する。 ○１週間家庭で活動する

○ 保 護 者 に 日 々 の 活 動 で

の 賞 賛 や 活 動 の 写 真 を

撮 っ て も ら う よ う お 願

いする。

○ 毎 日 の 取 り 組 み に つ い

て 自 己 評 価 表 を 付 け さ

せる。

○ 帰 り の 会 な ど で 活 動 の

様 子 を 尋 ね ， 意 欲 を 継

続させる。

他にもあるかな？

う～ん。思いつかないよ。

調べてみたいな。 

私は，お母さんのことを調べ

ました。お母さんの得意なこ

とは，○○です。～なところ

がすごいと思いました。 

お母さんと

一緒にして

いることが

多いよ。 

「ありがとう」って言っても

らえて，やる気が出たよ。

毎日するのって大変だな。

朝，自分で起きれたよ。 

宿題って言われ

なくても自分で

したよ。 

掃除機で部屋を掃除したよ。 

ぼくは，妹のことを紹介します。妹は，砂遊び

が好きです。僕と一緒に砂山を作って遊びます。



- 2 -

ぼくは，洗濯ものを

たたみました。きれ

いにたためるように

なったので，今から

やってみます。 

ぼくは，弟と一緒に

おどってみたよ。お

父さんとお母さんが

おもしろいって言っ

てくれたよ。 

家族みんなで，に

らめっこしたりト

ランプで遊んだり

しているよ。 

（４）家での活動を振り返る。 ３

①自分のしたことをわかりやすくまとめる。 ○ 効 果 的 な 発 表 の 仕 方 を

・発表することを文にする。 助言する。

こんなことをして，どうだった。

。・写真や絵を加える

。・実際にやってみる

・発表の練習をする ○聞くときの視点「友だ。

②自分のしたことを分かりやすく発表する。 ち が 頑 張 っ て い る な あ ２

2 / 2・子どもたちの取り組みを見て思ったことを と 思 っ た こ と 」 を カ ー

本時保護者から伝えてもらう。 ドに書かせる。

○ 活 動 を 見 た り 発 表 を 聞

い た り し て 感 じ た こ と

保 護 者 の に 伝 え てGT
もらう。

○ 家 で 活 動 し た と き の 様

子 に つ い て ， 保 護 者 か

ら手紙をもらう。

※ 自 分 が し た こ と を 分 か

。りやすく表現している

３．家族のために自分ができそうな活動を考え，選 ○ わ た し の １ 日 ・ 家 族 の

んで挑戦する。 １ 日 を 掲 示 し て お き ，

（１）自分で挑戦することを決める。 活 動 の 視 野 を 広 げ さ せ １

・今度は ○○さんがしたことに挑戦してみよう る。， 。

・うまういかなかったから，やり方を変えてもう ○ 家 庭 生 活 が 楽 し く な る

一度やってみよう。 ことも考えさせる。

・しなくてもいいけど，すると楽しいことを考え ※ 自 分 で 新 た な 活 動 を 選

たよ。 び 実 践 し よ う と し て い

（２）家庭で活動する。 る。

○ 帰 り の 会 な ど で 活 動 の

様 子 を 発 表 さ せ ， 取 り

組 ん で い る こ と を 交 流

する。

４．活動を振り返り，自分の成長を知る。 ○ も っ と で き る よ う に な ２

・一人でできるようになった。 り た い ・ 家 族 で 楽 し い

・お手伝いが楽しくなった。 事 を 計 画 し た い と い う

・家族でもっと一緒に過ごしたいな。 気 持 ち を 継 続 し て い け

・家族と話すことが増えたよ。 る よ う に 保 護 者 に 手 紙

を書いてもらう。

※ 自 分 の 成 長 に 気 付 い て

いる。

上手にたためるなあ。すごい

ねカードに書いておこう。

私もやってみたいなあ。

毎日たたんでくれて

とても助かりました。

○○さんがやって

いたお皿洗いに挑

戦しているよ。 

発表の仕方を 
工夫してみよう。
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４．本時 平成１９年１０月 ５校時 １年教室にて

５．本時の目標

○ 家庭で自分がしたことを自分なりの表現方法で友達に伝えることができる。

○ 友達の発表を聞いて，がんばったこと・お手伝いのこつや工夫に気づくことができ

る。

６．本時指導の考え方

○ 本学級の子ども達は，前時までに家庭でできること（自分のことは自分でする・お

手伝いをする・家庭が楽しくなることをする）を実際に行い，発表の準備をしてきて

いる。

本時は，家庭で自分がしたことを発表し友達と交流することで，がんばったこと・

お手伝いのこつや工夫に気づくことをねらいとしている。

そのために，まず，家庭でのお手伝いの様子が具体的に分かる写真や絵の資料を提

示しながら発表させる。発表を聞いている子どもには，発表している友達のがんばり

や自分がしていないことを見つけるように助言しておく。次に，友達のがんばりやお

手伝いのこつ・工夫を「すごいねカード」に書き，発表することで，友達のよさに気

づかせていく。さらに，ＧＴに賞賛と家族の喜びを話してもらい，お手伝いだけでな

く家族の団らん（家庭が楽しくなること）にも視点を当てて，活動をもっと工夫して

いこうという意欲を持たせたい。さらに，お家の人からの賞賛の手紙を読ませ，これ

からもがんばろうという意欲を高めたい。

７．準備

児童・・・学習ファイル，発表の時に使う物

教師・・・学習プリント
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８．展開

主な学習活動と内容 教師の支援※評価

１．本時学習のめあてを確認する。

おうちでじぶんがしたことをはっぴょうしよう。 ○発表の仕方を確認する。

２．自分がしたことを発表したり，すごいねカードを ○ 実 演 し た り お 手 伝 い し て

書いて発表したりする。 い る 時 の 写 真 や 絵 を プ ロ

ジ ェ ク タ ー で 拡 大 し た り

して発表させる。

○ 友 達 の が ん ば っ た こ と ，

お 手 伝 い の こ つ や 工 夫 に

気 づ い て る 子 を 発 表 さ せ

る。

※ は っ き り し た 声 で 話 し て

いる。

※ 友 達 の が ん ば り に 気 付 い

ている。

３．ＧＴの話を聞き，お家の人からの手紙を読む。 ○ Ｇ Ｔ の 話 を 聞 か せ ， い ろ

い ろ な 活 動 を し て み た い

という意欲を持たせる。

○ お 家 の 人 か ら の 手 紙 を 読

ま せ ， こ れ か ら も が ん ば

。ろうという意欲を高める

４．本時の活動をふり返る。

（１）ふり返りカードを書く。 ○ 発 表 の 仕 方 ， 発 表 を 聞 い

て の 気 づ き ， 今 後 の 活 動

の 見 通 し に つ い て ふ り 返

らせる。

（２）教師の話を聞く。 ○ 次 時 の 活 動 へ の 見 通 し を

持たせる。

私は，階段掃除をお父さんとしまし

た。まず雑巾で，上からしたら，歯ブ

ラシで隅のほうをまた上からやりま

した。最後に水で流しました。きれい

になって気持ちよかったです。 

歯ブラシを使って
掃除したんだね。

2 回も掃除し

ていてすごい

と思いました。

・わかりやすく伝えることができ

たな。 
・○○さんのやったことは、すご

いな。 

 次は、家族を楽しませるよう

なことをしてみたいな。 

歯ブラシを使って掃除するなんて驚きました。み

んなとてもがんばりましたね。 
お手伝いだけでなく，肩たたきをしてくれたり，

一緒にゲームしてくれたりしたこともうれしかっ

たよ。 

 お風呂掃除をしてくれてあり

がとう。これからも続けてくれ

たらいいな。 


